
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　替刃カートリッジをホルダに設けた自在継手手段によって刃体の

及びそれらが合成された方向へ傾動自在に支持するとともに、替刃カートリッジを傾動
前の元位置に復帰させる復元手段を備えたかみそりであって、
　

　

　
かみそり。

【請求項２】
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Ｐ方向、Ｑ方向、Ｒ方
向

前記自在継手手段は、互いに相対する方向に向かって延設された係合突部を含む少なく
とも一対の把持部材を備え、

前記復元手段は、前記替刃カートリッジに当接する押圧部材と、前記押圧部材を前記替
刃カートリッジに対して当接方向に付勢する付勢手段とを備え、

前記替刃カートリッジは、前記把持部材により把持される被挟着部と、前記被挟着部の
先端に設けられ前記押圧部材の付勢力を受ける被押圧部とを備えた
・Ｐ方向；刃先端側から見たときに、被挟着部を中心に回転する方向
・Ｑ方向；刃面と垂直で被挟着部を通る軸を中心に回転する方向
・Ｒ方向；把持部材の各係合突部を結ぶ軸を中心に回転する方向

替刃カートリッジをホルダに設けた自在継手手段によって刃体のＰ方向、Ｑ方向、Ｒ方
向及びそれらが合成された方向へ傾動自在に支持するとともに、替刃カートリッジを傾動
前の元位置に復帰させる復元手段を備えたかみそりであって、

前記自在継手手段は、互いに相対する方向に向かって延設された係合突部を含む少なく
とも一対の把持部材を備え、



　

　

　

【請求項３】
　

に記載のかみそり。
【請求項４】
　
　

に記載のかみそり。
【請求項５】
　

～請求項４のうち何れか一項に記載のかみそり。
【請求項６】
　

請求項１～請求項５のうち
何れか一項に記載のかみそり。
【請求項７】
　

に記載のかみそり。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、かみそりに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、特開平１１－９８５６号公報に記載のかみそりのホルダが知られている。前記ホル
ダの先端部には替刃カートリッジを着脱可能なかみそりヘッドが設けられている。前記ヘ
ッドには、替刃カートリッジをホルダに対して、替刃の長手方向に沿った仮想軸線の周り
で回動可能となるように支持する一対の係合アームが設けられている。各係合アームは、
ヘッドに対して前後方向に独立に摺動自在に配置され、このことにより替刃カートリッジ
は、替刃の厚さ方向へ揺動自在にされている。又、両係合アーム間には、替刃カートリッ
ジの裏面側をスプリングによって付勢された押圧部材が当接され、髭剃り時における替刃
カートリッジの仮想軸線の周りの回動がされた際に、替刃カートリッジの回動復帰を行う
ようにされている。
【０００３】
この構成によって、髭剃りの際には、前記係合アームや、押圧部材の作用により、顔面の
凹凸に応じて刃体の厚さ方向や、刃体の幅方向に替刃カートリッジが傾動して、髭剃りを
行うことができるようにされている。
【０００４】
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前記復元手段は、前記替刃カートリッジに当接する押圧部材と、前記押圧部材を前記替
刃カートリッジに対して当接方向に付勢する付勢手段とを備え、

前記替刃カートリッジは、前記把持部材により把持される被挟着部と、前記押圧部材の
付勢力を受ける被押圧部とを備え、

前記把持部材が前記被挟着部を把持する状態で、前記把持部材の係合突部の先端どうし
が離間する幅を、前記離間する方向における前記被押圧部の幅より短く構成したかみそり
。
・Ｐ方向；刃先端側から見たときに、被挟着部を中心に回転する方向
・Ｑ方向；刃面と垂直で被挟着部を通る軸を中心に回転する方向
・Ｒ方向；把持部材の各係合突部を結ぶ軸を中心に回転する方向

前記把持部材は、替刃カートリッジがＱ方向に傾動され、前記被挟着部にて各把持部材
の係合突部が互いに離間する方向に押圧された際、非傾動時よりも離間変位するように構
成したものである請求項１又は請求項２

前記係合突部の前記被挟着部に対する当接面は、Ｒ方向に沿って円弧状に形成され、
前記把持部材は、前記係合突部の当接面に沿って替刃カートリッジをＲ方向へ回動自在

に支持するものである請求項１～請求項３のうち何れか一項

前記把持部材は替刃カートリッジの前記被挟着部を弾性的に挟着支持していることを特
徴とする請求項１

前記押圧部材は、カム面を備え、同カム面は前記被押圧部に当接した際のカム作用によ
り替刃カートリッジを傾動前の元位置に復帰させるものである

前記押圧部材のカム面は、Ｖ字状をなす一対の斜状の面にて構成され、前記カム面に当
接する前記被押圧部の部位は前記斜状の面間に係入可能にＶ字状の一対の当接面が形成さ
れ、前記斜状の面同士のなす角度をαとし、当接面同士がなす角度をβとしたとき、α≦
βとしたことを特徴とする請求項６



又、替刃カートリッジに装着された刃体そのものを替刃カートリッジ本体に対して刃幅方
向に移動自在にする機構を設けた技術も提案されている（特開平５－１８４７４０号公報
）。
【０００５】
さらに、上記の両技術を組み合わせたかみそりのホルダも知られている。この両技術を組
み合わせたかみそりのホルダは、かみそりの刃体が、替刃の厚み方向の移動と、替刃の幅
方向の移動とが組み合わさって、いわゆる三次元的（立体的）な刃体の移動が可能となる
。即ち、顔面の立体的な凹凸に応じて、刃体は係合アームのヘッドに対する前後方向への
移動、替刃カートリッジの仮想軸線周りでの回動、及び刃体の替刃カートリッジ本体に対
する刃幅方向への移動が組み合わさった状態で行われる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記のように、両技術を組み合わせたかみそりのホルダの場合、三次元的（立
体的）な替刃の移動が可能ではあるものの、係合アームのヘッドに対する前後方向への移
動、替刃カートリッジの仮想軸線周りでの回動、及び刃体の替刃カートリッジ本体に対す
る刃幅方向への移動のための機構はそれぞれ独立した機構、或いは部材にて構成されてい
るため、部品点数が多くなり、コスト高となる問題がある。
【０００７】
又、各別の機構、部材を組み合わせる場合、それぞれによって刃体のスムーズな動きを得
る必要があるが、他の機構による刃体の動きのスムーズな動きを干渉しないように、各機
構の厳密な位置調整を行って、機構を組み立てる必要がある。従って、その調整作業が難
しい問題がある。
【０００８】
本発明の目的は、替刃カートリッジをホルダに対して、顔面等の凹凸に応じて刃体の厚さ
方向、幅方向及びそれらが合成された方向へ傾動自在に支持する自在継手手段を共通化す
ることにより、小型化を図ることができるかみそりを提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、替刃カートリッジをホルダに設けた自
在継手手段によって刃体の 及びそれらが合成された方向へ傾動自
在に支持するとともに、替刃カートリッジを傾動前の元位置に復帰させる復元手段を備え
たかみそりであって、

こ
とを要旨としている。

【００１０】
　従って、請求項１の発明では、少なくとも一対の把持部材 によっ
て、替刃カートリッジの被支持部が挟着され、 及びそれらが合成
された方向へ傾動自在に把持される。

【００１１】
又、少なくとも一対の把持部材を共通化することにより、それぞれ独立した機構にて替刃
カートリッジを前記各方向へ傾動自在に支持する場合に比較して、各機構の厳密な位置調
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Ｐ方向、Ｑ方向、Ｒ方向

前記自在継手手段は、互いに相対する方向に向かって延設された係
合突部を含む少なくとも一対の把持部材を備え、前記復元手段は、前記替刃カートリッジ
に当接する押圧部材と、前記押圧部材を前記替刃カートリッジに対して当接方向に付勢す
る付勢手段とを備え、前記替刃カートリッジは、前記把持部材により把持される被挟着部
と、前記被挟着部の先端に設けられ前記押圧部材の付勢力を受ける被押圧部とを備える

　ここで、Ｐ方向とは、刃先端側から見たときに、被挟着部を中心に回転する方向であり
、Ｑ方向とは、刃面と垂直で被挟着部を通る軸を中心に回転する方向であり、Ｒ方向とは
把持部材の各係合突部を結ぶ軸を中心に回転する方向のことを言う。また、傾動とは、元
位置からＰ方向、Ｑ方向又はＲ方向に動くことを言う。

に設けられた係合突部
Ｐ方向、Ｑ方向、Ｒ方向

さらに、押圧部材が付勢手段の付勢力によって替刃
カートリッジの被押圧部に当接されると、替刃カートリッジは傾動前の元位置に復帰され
る。



整を行って、機構を組み立てる必要はなく、調整作業を殆ど行う必要はない。又、各機構
が互いに干渉することが回避されるため、替刃カートリッジはスムーズに動く。
【００１２】
　請求項２の発明は、

ことを要旨としている。
【００１３】
　従って、請求項２の発明では、

【００１４】
　請求項３の発明は、 に記載の発明において、

こと
を要旨としている。
【００１５】
　従って、請求項３の発明では、前記請求項

【００１６】
　請求項４の発明は、請求項 請求項３に記載の発明において、

ことを
要旨としている。
【００１７】
　従って、請求項４の発明では、前記請求項 請求項３ の発明の作用
に加えて、

【００１８】
　請求項５の発明は、請求項 ～請求項４のうち何れか一項に記載の発明において、

ことを要旨とし
ている。
【００１９】
　従って、請求項５の発明では、前記請求項 ～請求項４のうち何れか一項の発明の作用
に加えて、
【００２０】
　請求項６の発明は、請求項１～請求項５のうち何れか一項に記載の発明において、

ことを要旨としている。
【００２１】
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替刃カートリッジをホルダに設けた自在継手手段によって刃体のＰ
方向、Ｑ方向、Ｒ方向及びそれらが合成された方向へ傾動自在に支持するとともに、替刃
カートリッジを傾動前の元位置に復帰させる復元手段を備えたかみそりであって、前記自
在継手手段は、互いに相対する方向に向かって延設された係合突部を含む少なくとも一対
の把持部材を備え、前記復元手段は、前記替刃カートリッジに当接する押圧部材と、前記
押圧部材を前記替刃カートリッジに対して当接方向に付勢する付勢手段とを備え、前記替
刃カートリッジは、前記把持部材により把持される被挟着部と、前記押圧部材の付勢力を
受ける被押圧部とを備え、前記把持部材が前記被挟着部を把持する状態で、前記把持部材
の係合突部の先端どうしが離間する幅を、前記離間する方向における前記被押圧部の幅よ
り短く構成した

少なくとも一対の把持部材に設けられた係合突部によっ
て、替刃カートリッジの被支持部が挟着され、Ｐ方向、Ｑ方向、Ｒ方向及びそれらが合成
された方向へ傾動自在に把持される。さらに、押圧部材が付勢手段の付勢力によって替刃
カートリッジの被押圧部に当接されると、替刃カートリッジは傾動前の元位置に復帰され
る。

請求項１又は請求項２ 前記把持部材は、替
刃カートリッジがＱ方向に傾動され、前記被挟着部にて各把持部材の係合突部が互いに離
間する方向に押圧された際、非傾動時よりも離間変位するように構成したものである

１又は請求項２の発明の作用に加えて、替刃
カートリッジがその中央部を中心にしてＱ方向に傾動され、被挟着部にて各把持部材の係
合突部が互いに離間する方向に押圧されると、把持部材は非傾動時よりも離間変位され、
その状態で被挟着部を挟着支持する。

１～ 前記係合突部の前記被
挟着部に対する当接面は、Ｒ方向に沿って円弧状に形成され、前記把持部材は、前記係合
突部の当接面に沿って替刃カートリッジをＲ方向へ回動自在に支持するものである

１～ のうち何れか一項
把持部材によって、替刃カートリッジは係合突部の当接面に沿ってＲ方向へ回

動自在に支持される。

１ 前記
把持部材は替刃カートリッジの前記被挟着部を弾性的に挟着支持している

１
替刃カートリッジの被挟着部は把持部材によって弾性的に挟着支持される。

前記
押圧部材は、カム面を備え、同カム面は前記被押圧部に当接した際のカム作用により替刃
カートリッジを傾動前の元位置に復帰させるものである



　従って、請求項６の発明では、前記請求項１～請求項５のうち何れか一項の発明の作用
に加えて、

【００２２】
　請求項７の発明は、請求項６に記載の発明において、

ことを要旨としている。
【００２３】
　従って、請求項７の発明では、前記請求項 の発明の作用に加えて、

【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を、髭剃り等に使用される安全剃刀に具体化した一実施形態を図面に従って
説明する。
【００２７】
図１に示すように、かみそりとしての安全剃刀１はホルダ２と替刃カートリッジ３とによ
り略Ｔ字状に形成されている。前記ホルダ２はそれぞれ合成樹脂製の柄部４とカバー５と
により構成されている。
【００２８】
図２（ａ）に示すように、前記柄部４、カバー５の先端部には、それぞれ収容凹部６、７
が形成されている。そして、柄部４、カバー５を、その収容凹部６、７の開口部を互いに
対向させて重ね合わせた状態において、同両収容凹部６、７により収容室８が形成されて
おり、同収容室８内にヘッド部１０が収容されている。前記柄部４の収容凹部６の内面下
部には、一対の支持ピン９が左右に離間して配置されている。尚、図２（ａ）において、
紙面左右をそれぞれ左、右といい、紙面上下をそれぞれ上、下という。そして、前記各支
持ピン９に対してヘッド部１０が着脱可能に嵌合されている。
【００２９】
図２（ａ）、（ｂ）及び図３に示すように、ヘッド部１０はヘッド本体２１と一対の支持
アーム２２ａ、２２ｂとプッシャー２３とリリースカム２４とリリースボタン２５とを備
えている。ヘッド本体２１の一側には収容部３１が凹設されている。収容部３１の上部側
面には一対の支持ピン３２が互いに離間して突設されている。そして、前記各支持ピン３
２に対して、把持部材としての一対の支持アーム２２ａ、２２ｂが図２（ａ）において時
計方向及び反時計方向に回動自在にそれぞれ取り付けられており、各々の先端部が互いに
接近離間可能とされている。この一対の支持アーム２２ａ、２２ｂは、例えば、合成樹脂
等の弾性体からなる。そして、前記各支持アーム２２ａ、２２ｂの先端部は収容室８の上
端に形成された開口部からホルダ２上方へ突出されている。前記各支持アーム２２ａ、２
２ｂの先端部には、互いに相対する内方に向かって係合突部３３ａ、３３ｂが延出形成さ
れている。
【００３０】
又、前記各支持アーム２２ａ、２２ｂの基端部には、内方に向かって傾斜部３４ａ、３４
ｂが延出されており、その外側面には傾斜面３５ａ、３５ｂが下側に向かうほど互いの傾
斜面３５ａ、３５ｂに近づくように形成されている。左側の支持アーム２２ａの外側面に
は、その基端側から先端側に向かって、傾斜面３５ａと連接された第１当接面３６ａ及び
第１当接面３６ａと連接された第２当接面３７ａが形成されている。一方、右側の支持ア
ーム２２ｂの外側面には、その基端側から先端側に向かって、傾斜面３５ｂと連接された
第１当接面３６ｂ及び第１当接面３６ｂと連接された第２当接面３７ｂが形成されている
。
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押圧部材のカム面が付勢手段の付勢力によって替刃カートリッジの被押圧部に
当接されると、カム作用によって替刃カートリッジは傾動前の元位置に復帰される。

前記押圧部材のカム面は、Ｖ字状
をなす一対の斜状の面にて構成され、前記カム面に当接する前記被押圧部の部位は前記斜
状の面間に係入可能にＶ字状の一対の当接面が形成され、前記斜状の面同士のなす角度を
αとし、当接面同士がなす角度をβとしたとき、α≦βとした

６ 押圧部材のカム面
における斜状の面同士のなす角度αを、替刃カートリッジの被押圧部における当接面同士
がなす角度βよりも小さいか又は等しくしたことにより、カム面（一対の斜状の面）に被
支持部（一対の当接面）を係入した際、カム作用が確実に発揮される。



【００３１】
前記各傾斜部３４ａ、３４ｂの内側面にはバネ装着突起３８ａ、３８ｂが突設されており
、両バネ装着突起３８ａ、３８ｂに対して圧縮コイルバネ３９の両端部が装着されている
。圧縮コイルバネ３９は、両端部が各支持アーム２２ａ、２２ｂの互いに対向する内側面
、即ち、バネ装着突起３８ａ、３８ｂ周縁部に当接されることにより、同両支持アーム２
２ａ、２２ｂの基端部をそれぞれ外方に付勢している。
【００３２】
圧縮コイルバネ３９が両支持アーム２２ａ、２２ｂの基端部をそれぞれ外方に付勢してい
る状態では、第１当接面３６ａ、３６ｂがヘッド本体２１の収容部３１の左右両側壁内側
面に当接されているとともに、両支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂは
互いに接近している。又、図７に示すように、圧縮コイルバネ３９の付勢力に抗して、各
支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが互いに離間されると、第２当接面
３７ａ、３７ｂがヘッド本体２１の収容部３１の左右両側壁内側面に当接される。
【００３３】
前記収容部３１において両支持ピン３２よりも下側中央部の側面にはバネ受突起４１が突
設されている。そして、前記バネ受突起４１に対して、押圧部材としてのプッシャー２３
が上下方向に延設されたバネ収容孔４２にて係入されている。プッシャー２３は前記両支
持アーム２２ａ、２２ｂ間に配置されており、前記バネ収容孔４２にガイドされて上下方
向に移動可能とされている。バネ収容孔４２の上部内面にはバネ装着突起４３が突設され
ており、同バネ装着突起４３に対して圧縮コイルバネ４４の一端部が装着されているとと
もに、前記バネ受突起４１の上面に対して圧縮コイルバネ４４の他端部が当接されている
。
【００３４】
付勢手段としての圧縮コイルバネ４４は、両端部がバネ収容孔４２の上部内面及びバネ受
突起４１の上面に当接されることにより、プッシャー２３を上方に付勢している。即ち、
プッシャー２３の上端部は圧縮コイルバネ４４の付勢力によって、各支持アーム２２ａ、
２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂの下端面に当接されており、このことによって、プッシ
ャー２３の上方への移動が規制されている。又、図７に示すように、圧縮コイルバネ３９
の付勢力に抗して、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが互いに離間
され、第２当接面３７ａ、３７ｂがヘッド本体２１の収容部３１の左右両側壁内側面に当
接されると、プッシャー２３の上方への移動の規制が解除される。
【００３５】
図２（ｂ）に示すように、収容部３１の上部中央には上下方向に沿って摺動溝５１が形成
されており、同摺動溝５１に沿ってプッシャー２３が上下方向に摺動可能とされている。
前記プッシャー２３の上端部にはカム面としての係合凹部５２が切込形成されており、同
係合凹部５２はＶ字状をなす一対の斜状の面５３、５４にて構成されている。
【００３６】
前記ヘッド本体２１の他側（反収容部側であり、図２（ｂ）において左側）には、中央部
から下部に亘って摺動溝５５が形成されている。摺動溝５５にはリリースカム２４の摺接
部が係入されており、同リリースカム２４の摺接部は摺動溝５５に沿って上下方向に摺動
可能とされている。リリースカム２４の摺接部の上端には装着孔５６が形成されている。
前記カバー５の外側面には上下方向に延びた貫通孔４７を有するボタン装着部４８が凹設
されている。リリースボタン２５の取付端部は貫通孔４７に遊挿され、前記装着孔５６に
固定されている。リリースボタン２５の操作部２５ａはカバー５の外側面から突出されて
おり、外部から上下方向に押圧操作可能とされている。
【００３７】
リリースカム２４は前記摺接部と延出部５７とにより断面Ｌ字状をなしている。即ち、摺
接部の下端部にはリリースカム２４の長手方向（図２（ｂ）において上下方向）とは直交
する方向（同図において右側）に延出された延出部５７が形成されている。そして、さら
に延出部５７から上方に向かって正断面Ｕ字状をなす押圧部５８が形成されている。図２
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（ａ）に示すように、押圧部５８の左右両端部上部には、円弧状の押圧面５９ａ、５９ｂ
がそれぞれ形成されている。各押圧面５９ａ、５９ｂは前記各支持アーム２２ａ、２２ｂ
の傾斜面３５ａ、３５ｂにそれぞれ当接されている。
【００３８】
本実施形態では、支持アーム２２ａと支持アーム２２ｂとにより自在継手手段が構成され
ている。又、プッシャー２３と圧縮コイルバネ４４とにより復元手段が構成されている。
【００３９】
次に替刃カートリッジ３について説明する。替刃カートリッジ３は刃台６１を備えている
。
図４に示すように、刃台６１の下面中央には一対の凹所７０が形成され、両凹所７０間に
は被挟着部としての隔壁６３が替刃の刃体の幅方向に沿って形成されている。隔壁６３の
下端部には左右両側に張り出された膨出部６４が形成されている。膨出部６４において隔
壁６３を挟んだ左右両側の各上面には、前記各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３
ａ、３３ｂを係脱可能な係合面６５ａ、６５ｂ（図４においては左側の支持アーム２２ａ
の係合突部３３ａに対応する係合面６５ａのみを図示）がそれぞれ凹状の円弧面となるよ
うに形成されている。前記隔壁６３と膨出部６４とにより、被支持部としての係合部６２
が構成されている。
【００４０】
そして、図５及び図６に示すように、各支持アーム２２ａ、２２ｂの第１当接面３６ａ、
３６ｂがヘッド本体２１の収容部３１の内側面に当接されている状態において、各支持ア
ーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂがそれぞれ係合部６２に係合されている。
即ち、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂによって隔壁６３が挟持さ
れるとともに、膨出部６４の係合面６５ａ、６５ｂと係合突部３３ａ、３３ｂとの係合に
より替刃カートリッジ３の抜き出しが不能になる。尚、係合突部３３ａ、３３ｂにおいて
、係合面６５ａ、６５ｂとの当接面４０ａ、４０ｂは図６に示すように、刃体の幅方向に
沿った凸状の円弧面に形成されており、図６のＲ方向への回動が回動自在とされている。
このことによって、本実施形態では、替刃カートリッジ３は、ホルダ２の一対の支持アー
ム２２ａ、２２ｂによって直接支持されている。
【００４１】
　一方、図４に示すように、前記膨出部６４の下端部には係合凹部５２のＶ字の角度より
も角度が大きい断面三角形状をなす係合突部６６ が形成されており、同係合
突部６６は前記プッシャー２３のＶ字状をなす係合凹部５２に係合されている。ここで、
前記圧縮コイルバネ４４の付勢力によりプッシャー２３が上方に付勢されているため、図
５及び図６に示すように、プッシャー２３の上端部である係合凹部５２の上縁部は係合突
部６６の当接面７１、７２に当接されている。
【００４２】
本実施形態では、係合凹部５２における斜状の面５３、５４同士のなす角度をα（図示し
ない）、係合突部６６における当接面７１、７２同士がなす角度をβ（図示しない）とし
たとき、α＜βとされている。この係合凹部５２のＶ字の角度と係合突部６６の三角形の
角度との違いによって、替刃カートリッジ３はカム作用により復元位置（傾動前の元位置
）に復帰する。又、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂの下端部（当
接面４０ａ、４０ｂ）は係合面６５ａ、６５ｂにそれぞれ当接されている。
【００４３】
そして、前記各係合面６５ａ、６５ｂはそれぞれ円弧状に形成されているため、替刃カー
トリッジ３は各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂに対して、図６にお
いて時計方向及び反時計方向に回動自在に支持されており、首振り可能とされている。即
ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、刃台６１の係合部６２が一対の支持アーム
２２ａ、２２ｂによって、係合突部３３ａ、３３ｂの当接面４０ａ、４０ｂに沿って替刃
カートリッジ３の刃体の刃幅方向（図６に示す矢印Ｒ方向）ヘ傾動自在に挟着支持されて
いる。本実施形態では、前記Ｒ方向は、係合部６２の係合面６５ａ、６５ｂの両者の曲率
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中心を通過する仮想軸線Ｍ（図６参照）を回動中心とした回転方向をいう。
【００４４】
尚、係合面６５ａ、６５ｂが１つの曲率半径を有する場合は、前記仮想軸線Ｍは１個とな
る。又、係合面６５ａ、６５ｂが複数の曲率半径を有する円弧が連続して形成されている
場合は、前記仮想軸線Ｍはそれに応じて複数個存在する。この場合、Ｒ方向とは、それぞ
れの仮想軸線Ｍの周りで回動したときの方向をいう。
【００４５】
又、図５に示すように、替刃カートリッジ３の支持アーム２２ａ、２２ｂによる挟着支持
において、刃台６１の係止面６９ａ、６９ｂと各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３
３ａ、３３ｂとの間には、距離Ｌ１、Ｌ２を有する隙間が形成されるように隔壁６３の長
さが設定されている。このことによって、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、同図
において左右方向に揺動可能とされている。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対し
て、刃台６１の係合部６２が一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、替刃カートリッ
ジ３の中央部を中心にした刃体の厚さ方向（図５に示す矢印Ｐ方向）ヘ傾動自在に挟着支
持されている。本実施形態では、距離Ｌ１と距離Ｌ２とは同じ値に設定されている。
【００４６】
さらに、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、刃台６１の係合部６２が一対の支持ア
ーム２２ａ、２２ｂによって、替刃カートリッジ３の中央部を中心にして刃体の刃幅方向
（図１に示す矢印Ｑ方向）へ傾動自在に挟着支持されている。本実施形態では、前記Ｑ方
向は、支持アーム２２ａ、２２ｂの両者間を通過するとともに、図５の中立位置に位置す
る係合部６２（隔壁６３、係合突部６６）の中心を通過する仮想軸線Ｌを回動中心とした
回転方向をいう。さらに又、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、刃台６１の係合部
６２が一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、前記Ｐ方向、Ｑ方向、Ｒ方向が合成さ
れた方向へ傾動自在に挟着支持されている。
【００４７】
尚、図１に示すように、替刃カートリッジ３の上部には、髭等を剃るための刃体としての
３枚の剃刀刃６７が設けられており、同剃刀刃６７の上方には複数の安全ガード６８が設
けられている。
【００４８】
次に、替刃カートリッジ３がホルダ２に装着された安全剃刀１を使用して髭等を剃る場合
の作用を説明する。
替刃カートリッジ３の上面全体を顔面等に押し当てると、刃台６１の係合突部６６の当接
面７１、７２が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシャー２３の上端部を押圧し
、プッシャー２３が下方に移動する。すると、刃台６１の係合面６５ａ、６５ｂが各支持
アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂの当接面４０ａ、４０ｂからそれぞれ離
間し、やがて、係合突部３３ａ、３３ｂの上端面は刃台６１の凹所７０内の係止面６９ａ
、６９ｂにそれぞれ当接される。そして、その状態で髭等が剃られる。
【００４９】
次に、顔面等の凹凸により替刃カートリッジ３の上面において、替刃カートリッジ３の右
側（図５において）に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、
図８に示すように、刃台６１の係合突部６６の右側の当接面７２が、圧縮コイルバネ４４
の付勢力に抗してプッシャー２３の右側上端部を押圧し、プッシャー２３が下方に移動す
る。すると、刃台６１の係合面６５ｂが右側の支持アーム２２ｂの係合突部３３ｂの下端
面（当接面４０ｂ）から離間する。そして、隔壁６３の右側面が、圧縮コイルバネ３９の
付勢力に抗して右側の支持アーム２２ｂの係合突部３３ｂを押圧し、両係合突部３３ａ、
３３ｂ間が離間される。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アー
ム２２ａ、２２ｂによって、右下がりとなるよう（図８において矢印Ｐａ側）に傾斜され
た状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５０】
又、替刃カートリッジ３の上面において、替刃カートリッジ３の左側（図５において）に
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負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、図９に示すように、刃
台６１の係合突部６６の左側の当接面７１が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッ
シャー２３の左側上端部を押圧し、プッシャー２３が下方に移動する。すると、刃台６１
の係合面６５ａが左側の支持アーム２２ａの係合突部３３ａの下端面（当接面４０ａ）か
ら離間する。そして、隔壁６３の左側面が、圧縮コイルバネ３９の付勢力に抗して左側の
支持アーム２２ａの係合突部３３ａを押圧し、両係合突部３３ａ、３３ｂ間が離間される
。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによ
って、左下がりとなるよう（図９において矢印Ｐｂ側）に傾斜された状態で支持され、そ
の状態で髭等が剃られる。
【００５１】
次に、替刃カートリッジ３の上面において、カバー５側（図６において反刃先側）に負荷
がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、図１０に示すように、刃台
６１の係合突部６６の当接面７１、７２が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシ
ャー２３の上端部を押圧し、プッシャー２３が下方に移動する。このとき、刃台６１の係
合面６５ａ、６５ｂはそれぞれ円弧状に形成されているため、替刃カートリッジ３は各支
持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂに対して、図６において時計方向（図
１０において矢印Ｒａ側）に回転する。すると、係合突部３３ａ、３３ｂの上端部は刃台
６１の係止面６９ａ、６９ｂにそれぞれ当接される。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ
２に対して、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、カバー５側（図１０において反
刃先側）が下がるように傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５２】
又、替刃カートリッジ３の上面において、柄部４側（図６において刃先側）に負荷がかか
るように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、図１１に示すように、刃台６１の
係合突部６６の当接面７１、７２が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシャー２
３の上端部を押圧し、プッシャー２３が下方に移動する。このとき、刃台６１の係合面６
５ａ、６５ｂはそれぞれ円弧状に形成されているため、替刃カートリッジ３は各支持アー
ム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂに対して、図６において反時計方向（図１０
において矢印Ｒｂ側）に回転する。そして、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一
対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、柄部４側（図１１において刃先側）が下がるよ
うに傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５３】
次に、髭の密度や太さ等の違いにより替刃カートリッジ３の上面において、左側よりも右
側の方が抵抗が大きくなった場合の作用を図１２を用いて説明する。この場合、刃台６１
の係合突部６６の当接面７１、７２が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシャー
２３の上端部を押圧し、プッシャー２３が下方に移動する。このとき、隔壁６３の左側面
が左側の支持アーム２２ａの係合突部３３ａを押圧するとともに、隔壁６３の右側面が右
側の支持アーム２２ｂの係合突部３３ｂを押圧する。すると、両支持アーム２２ａ、２２
ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが圧縮コイルバネ３９の付勢力に抗して互いに非傾動時より
も離間される。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ
、２２ｂによって、右側が図１２において紙面裏面側に、左側が同図において紙面表面側
となるよう（図１において矢印Ｑａ側）に傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が
剃られる。
【００５４】
又、替刃カートリッジ３の上面において、右側よりも左側の方が抵抗が大きくなった場合
の作用を図１３を用いて説明する。この場合、刃台６１の係合突部６６の当接面７１、７
２が、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシャー２３の上端部を押圧し、プッシャ
ー２３が下方に移動する。このとき、隔壁６３の右側面が右側の支持アーム２２ｂの係合
突部３３ｂを押圧するとともに、隔壁６３の左側面が左側の支持アーム２２ａの係合突部
３３ａを押圧する。すると、両支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが圧
縮コイルバネ３９の付勢力に抗して互いに非傾動時よりも離間される。即ち、替刃カート
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リッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、左側が図１３
において紙面裏面側に、右側が同図において紙面表面側となるよう（図１において矢印Ｑ
ｂ側）に傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５５】
次に、替刃カートリッジ３の上面において、刃体の厚さ方向（Ｐ方向）と幅方向（Ｑ方向
、Ｒ方向）とが合成された方向に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し
当てた際の作用を説明する。
【００５６】
替刃カートリッジ３の上面において、図５における右側と図６における反刃先側とが合成
された方向に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、次のよう
になる。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ、２２
ｂによって、図８における矢印Ｐａ側と図１０における矢印Ｒａ側とが合成された方向に
傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５７】
又、替刃カートリッジ３の上面において、図５における左側と図６における反刃先側とが
合成された方向に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、次の
ようになる。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ、
２２ｂによって、図９における矢印Ｐｂ側と図１０における矢印Ｒａ側とが合成された方
向に傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５８】
さらに、替刃カートリッジ３の上面において、図５における右側と図６における刃先側と
が合成された方向に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、次
のようになる。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ
、２２ｂによって、図８における矢印Ｐａ側と図１１における矢印Ｒｂ側とが合成された
方向に傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００５９】
さらに又、替刃カートリッジ３の上面において、図５における左側と図６における刃先側
とが合成された方向に負荷がかかるように替刃カートリッジ３を顔面等に押し当てると、
次のようになる。即ち、替刃カートリッジ３はホルダ２に対して、一対の支持アーム２２
ａ、２２ｂによって、図９における矢印Ｐｂ側と図１１における矢印Ｒｂ側とが合成され
た方向に傾斜された状態で支持され、その状態で髭等が剃られる。
【００６０】
尚、上記のように、顔面等の凹凸や髭の密度や太さの違い等により、替刃カートリッジ３
がホルダ２に対して、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、傾斜された状態で支持
されて髭等が剃られ、その後、替刃カートリッジ３を顔面等から離間させると、替刃カー
トリッジ３は傾動前の元位置に復帰する。即ち、圧縮コイルバネ４４の付勢力によってプ
ッシャー２３が上方に付勢され、プッシャー２３の係合凹部５２が刃台６１の係合突部６
６の当接面７１、７２に当接し、カム作用によって替刃カートリッジ３は図５に示す傾動
前の元位置に復帰する。
【００６１】
次に、ホルダ２に対する替刃カートリッジ３の着脱方法を説明する。
ホルダ２に対して替刃カートリッジ３を装着する際には、リリースボタン２５を上方に押
圧操作する。すると、リリースカム２４の押圧部５８に形成された押圧面５９ａ、５９ｂ
が、支持アーム２２ａ、２２ｂの傾斜面３５ａ、３５ｂを押圧する。すると、両支持アー
ム２２ａ、２２ｂは圧縮コイルバネ３９の付勢力に抗して、図２（ａ）に示す第１当接面
３６ａ、３６ｂが収容部３１の内側面に当接された状態から、支持ピン３２の軸心を回動
中心として同図において、左側の支持アーム２２ａは反時計方向に、右側の支持アーム２
２ｂは時計方向に回転する。そして、各支持アーム２２ａ、２２ｂは図７に示すように、
第２当接面３７ａ、３７ｂが収容部３１の内側面に当接される。
【００６２】
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このとき、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂは互いに離間され、係
合突部３３ａ、３３ｂによるプッシャー２３の上方への移動の規制が解除される。すると
、プッシャー２３は圧縮コイルバネ４４の付勢力により上方へ移動し、図７に示すように
、バネ収容孔４２の内底面がバネ受突起４１の下端面に当接され、プッシャー２３の先端
部が係合突部３３ａ、３３ｂ間に位置される。
【００６３】
その後、リリースボタン２５の操作を解除すると、圧縮コイルバネ３９の付勢力によって
係合突部３３ａ、３３ｂがプッシャー２３の上端部の左右両側面にそれぞれ当接された状
態で、各支持アーム２２ａ、２２ｂ及びプッシャー２３は保持される。
【００６４】
そして、この状態で、替刃カートリッジ３の刃台６１に形成された係合突部６６をプッシ
ャー２３の係合凹部５２に対して係合させて、替刃カートリッジ３を下方に押圧する。す
ると、圧縮コイルバネ４４の付勢力に抗してプッシャー２３が下方に移動される。
【００６５】
そして、プッシャー２３の先端部が支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂ
よりも下方に移動されると、プッシャー２３の上端部による係合突部３３ａ、３３ｂの拘
束が解除される。すると、両支持アーム２２ａ、２２ｂは圧縮コイルバネ３９の付勢力に
よって、図７に示す第２当接面３７ａ、３７ｂが収容部３１の内側面に当接された状態か
ら、支持ピン３２の軸心を回動中心として同図において、左側の支持アーム２２ａは時計
方向に、右側の支持アーム２２ｂは反時計方向に回転する。そして、各支持アーム２２ａ
、２２ｂは図２（ａ）に示すように、第１当接面３６ａ、３６ｂが収容部３１の内側面に
当接される。このとき、支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂはそれぞれ
刃台６１の係合部６２に係合される。
【００６６】
その後、替刃カートリッジ３に対する下方への押圧を解除すると、圧縮コイルバネ４４の
付勢力によってプッシャー２３の上端部が刃台６１の係合突部６６の当接面７１、７２に
当接されるとともに、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂの下端部が
刃台６１の係合面６５ａ、６５ｂにそれぞれ当接される。その結果、替刃カートリッジ３
がホルダ２に対して係合突部３３ａ、３３ｂの周りで傾動自在に支持される。
【００６７】
次に、替刃カートリッジ３を交換する際には、リリースボタン２５を上方に押圧操作する
。すると、各支持アーム２２ａ、２２ｂは、図５に示す第１当接面３６ａ、３６ｂが収容
部３１の内側面に当接された状態から、図７に示す第２当接面３７ａ、３７ｂが収容部３
１の内側面に当接された状態に移動する。
【００６８】
このとき、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが、それぞれ刃台６１
の係合部６２から外れ、替刃カートリッジ３はホルダ２に対する支持を失う。又、このと
き、プッシャー２３が圧縮コイルバネ４４の付勢力により上方へ移動し、プッシャー２３
の上端部が刃台６１の係合突部６６の当接面７１、７２を押圧する。このため、替刃カー
トリッジ３を交換する際には、替刃カートリッジ３はホルダ２から容易に外れる。
【００６９】
従って、本実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
（１）本実施形態では、ホルダ２の一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、替刃カー
トリッジ３をホルダ２に対して、替刃カートリッジ３の厚さ方向、幅方向及びそれらが合
成された方向へ傾動自在に支持したため、部品（一対の支持アーム２２ａ、２２ｂ）を共
通化でき、安全剃刀１の小型化に貢献できる。
【００７０】
又、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂを共通化したことにより、それぞれ独立した機構に
て替刃カートリッジ３を前記各方向へ傾動自在に支持する場合に比較して、各機構の厳密
な位置調整を行って、機構を組み立てる必要はなく、調整作業を殆ど行う必要はない。又
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、各機構が互いに干渉することが回避されるため、替刃カートリッジ３をスムーズに動か
すことができる。
【００７１】
（２）本実施形態では、各支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂにて替刃
カートリッジ３の刃台６１に形成された隔壁６３を挟着することにより、支持アーム２２
ａ、２２ｂによって、替刃カートリッジ３をホルダ２に対して傾動させた状態で把持でき
る。
【００７２】
（３）本実施形態では、支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂと替刃カー
トリッジ３の隔壁６３を、替刃カートリッジ３の刃体の厚さ方向（Ｐ方向）への傾動を許
容するように変位自在としたため、支持アーム２２ａ、２２ｂによって、替刃カートリッ
ジ３をホルダ２に対して、替刃カートリッジ３の中央部を中心にした刃体の厚さ方向（Ｐ
方向）へ傾動された状態で把持できる。
【００７３】
（４）本実施形態では、替刃カートリッジ３がその中央部を中心にして刃体の幅方向（Ｑ
方向）に傾動され、隔壁６３にて支持アーム２２ａ、２２ｂの係合突部３３ａ、３３ｂが
互いに離間する方向に押圧されると、 アーム２２ａ、２２ｂは非傾動時よりも離間変
位され、その状態で隔壁６３を挟着支持する。即ち、支持アーム２２ａ、２２ｂによって
、替刃カートリッジ３をホルダ２に対して、替刃カートリッジ３の中央部を中心にした刃
体の幅方向（Ｑ方向）へ傾動された状態で把持できる。
【００７４】
（５）本実施形態では、支持アーム２２ａ、２２ｂによって、替刃カートリッジ３を係合
突部３３ａ、３３ｂの当接面４０ａ、４０ｂに沿って刃体の幅方向（Ｒ方向）へ回動自在
に支持できる。
【００７５】
（６）本実施形態では、一対の支持アーム２２ａ、２２ｂ自身の弾性力と、圧縮コイルバ
ネ３９の弾性力とによって、替刃カートリッジ３の係合部６２を弾性的に確実に挟着支持
することができる。
【００７６】
（７）本実施形態では、圧縮コイルバネ４４の付勢力によってプッシャー２３の係合凹部
５２を刃台６１の係合突部６６の当接面７１、７２に当接させることにより、カム作用に
よって簡単に替刃カートリッジ３を傾動前の元位置に復帰させることができる。
【００７７】
（８）本実施形態では、プッシャー２３の係合凹部５２における斜状の面５３、５４同士
のなす角度を、替刃カートリッジ３の係合突部６６における当接面７１、７２同士がなす
角度よりも小さくした。従って、係合凹部５２（一対の斜状の面５３、５４）に係合突部
６６（一対の当接面７１、７２）を係入した際、カム作用が確実に発揮され、替刃カート
リッジ３を傾動前の元位置に確実に復帰させることができる。
【００７８】
（９）本実施形態では、各支持アーム２２ａ、２２ｂを支持ピン３２の軸心を回動中心に
して回動させて、両支持アーム２２ａ、２２ｂにて替刃カートリッジ３の係合部６２を挟
着支持することにより、替刃カートリッジ３の係合部６２を確実に挟着支持できる。
【００７９】
（１０）本実施形態では、替刃カートリッジ３を一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによっ
て傾動自在に直接支持したため、さらに安全剃刀１の小型化に貢献できる。
【００８０】
なお、前記実施形態は以下のように変更してもよい。
（１）前記実施形態では、押圧部材としてのプッシャー２３を一対の支持アーム２２ａ、
２２ｂ間に配置し、同プッシャー２３を付勢手段としての圧縮コイルバネ４４の付勢力に
よって、替刃カートリッジ３の長手方向中央部に形成された被支持部としての係合部６２

10

20

30

40

50

(12) JP 3730802 B2 2006.1.5

支持



に当接させたが、次のようにしてもよい。即ち、被支持部としての係合部６２を一対、替
刃カートリッジ３の長手方向中央部から左右方向に離間された位置に設けるとともに、そ
の係合部６２に対応する位置にプッシャー２３を配置し、同プッシャー２３を圧縮コイル
バネ４４の付勢力によって、係合部６２に当接させてもよい。
【００８１】
（２）刃台６１の係合突部６６とプッシャー２３の係合凹部５２との凹凸関係を逆にして
もよい。
（３）前記実施形態では、把持部材としての一対の支持アーム２２ａ、２２ｂによって、
替刃カートリッジ３をホルダ２に対して傾動自在に支持したが、２対以上の把持部材によ
って、替刃カートリッジ３をホルダ２に対して傾動自在に支持してもよい。
【００８２】
（４）前記実施形態では、プッシャー２３の係合凹部５２のＶ字の角度よりも角度が大き
い断面三角形状をなす係合突部６６としたが、断面半円状をなす係合突部６６としてもよ
い。
【００８３】
又、プッシャー２３の係合凹部５２における斜状の面５３、５４同士のなす角度と、係合
突部６６における当接面７１、７２同士がなす角度とが等しくなるように、係合突部６６
を構成してもよい。
【００８４】
次に、前記実施形態及び別例から把握できる請求項に記載した発明以外の技術的思想につ
いて、それらの効果と共に以下に記載する。
（イ）前記両把持部材間には弾性手段が設けられ、前記両把持部材は、前記弾性手段の弾
性力によって替刃カートリッジの被支持部を挟着支持していることを特徴とする請求項１
～請求項８のうち何れか一項に記載のかみそり。
【００８５】
従って、この（イ）に記載の発明によれば、弾性手段の弾性力によって両把持部材にて替
刃カートリッジの被支持部を確実に挟着支持できるという効果が得られる。
【００８６】
前記実施形態において圧縮コイルバネ３９は弾性手段を構成する。
（ロ）前記各把持部材は支持部材に取り付けられており、同支持部材の軸心を回動中心と
して回動自在に支持されている請求項１～請求項８、（イ）のうち何れか一項に記載のか
みそり。
【００８７】
従って、この（ロ）に記載の発明によれば、各把持部材を支持部材の軸心を回動中心とし
て回動させて、両把持部材にて替刃カートリッジの被支持部を挟着支持することにより、
替刃カートリッジの被支持部を確実に挟着支持できるという効果が得られる。
【００８８】
前記実施形態において支持ピン３２は支持部材を構成する。
（ハ）前記自在継手手段は、前記替刃カートリッジを、刃体の厚さ方向（Ｐ方向）、幅方
向（Ｑ方向、Ｒ方向）及びそれらが合成された方向へ傾動自在に直接支持するものである
請求項１～請求項８、（イ）、（ロ）のうち何れか一項に記載のかみそり。
【００８９】
従って、この（ハ）に記載の発明によれば、替刃カートリッジは自在継手手段によって傾
動自在に直接支持されることにより、さらに小型化を図ることができるという効果が得ら
れる。
【００９０】
【発明の効果】
　請求項１ に記載の発明によれば、替刃カートリッジの

及びそれらが合成された方向へ傾動自在に把持する少なくとも一対の把持部材を
共通化することにより、小型化を図ることができる。
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～２ 被挟着部を、Ｐ方向、Ｑ方向
、Ｒ方向



【００９１】
又、少なくとも一対の把持部材を共通化したことにより、それぞれ独立した機構にて替刃
カートリッジを前記各方向へ傾動自在に支持する場合に比較して、各機構の厳密な位置調
整を行って、機構を組み立てる必要はなく、調整作業を殆ど行う必要はない。又、各機構
が互いに干渉することが回避されるため、替刃カートリッジをスムーズに動かすことがで
きる。
【００９２】
　 各把持部材に設けられた係合突部にて替刃カートリッジの被支持部に形成され
た被挟着部を挟着することにより、把持部材によって、替刃カートリッジをホルダに対し
て傾動させた状態で把持できる。
【００９３】
　請求項３に記載の発明によれば、前記請求項 に記載の発明の効果に加え
て、 へ傾動された状態で
把持できる。
【００９４】
　請求項４に記載の発明によれば、前記請求項

【００９５】
　請求項５に記載の発明によれば、前記請求項 ～請求項４のうち何れか一項に記載の発
明の効果に加えて、

【００９６】
　請求項６に記載の発明によれば、前記請求項１～請求項５のうち何れか一項に記載の発
明の効果に加えて、

【００９７】
　請求項７に記載の発明によれば、前記請求項 に記載の発明の効果に加えて、

替刃カートリッジを傾動前の元位置に確実に復帰させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施形態の安全剃刀の斜視図。
【図２】　（ａ）はホルダの要部正断面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ断面図
である。
【図３】　図２（ｂ）におけるＢ－Ｂ断面図。
【図４】　刃台の斜視図。
【図５】　ホルダと刃台との位置関係を示す要部断面図。
【図６】　図５におけるＣ－Ｃ断面図。
【図７】　安全剃刀の作用を説明するためのホルダの要部正断面図。
【図８】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図９】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図１０】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図１１】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図１２】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図１３】　安全剃刀の作用を説明するための要部断面図。
【図１４】　ホルダを示す斜視図。
【図１５】　ホルダの要部側断面図。
【符号の説明】
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さらに、

１又は請求項２
把持部材によって、替刃カートリッジをホルダに対して、Ｑ方向

１～請求項３のうち何れか一項に記載の発
明の効果に加えて、把持部材によって、替刃カートリッジを係合突部の当接面に沿ってＲ
方向へ回動自在に支持できる。

１
替刃カートリッジの被挟着部を把持部材によって弾性的に挟着支持す

ることができる。

押圧部材のカム面を付勢手段の付勢力によって替刃カートリッジの被
押圧部に当接させることにより、カム作用によって替刃カートリッジを傾動前の元位置に
復帰させることができる。

６ 押圧部材
のカム面における斜状の面同士のなす角度αを、替刃カートリッジの被押圧部における当
接面同士がなす角度βよりも小さいか又は等しくしたことにより、カム作用が確実に発揮
され、



１…かみそりとしての安全剃刀、２…ホルダ、３…替刃カートリッジ、
２２ａ…支持アーム、
２２ｂ…支持アーム（支持アーム２２ａとともに自在継手手段を構成する。又、支持アー
ム２２ａとともに把持部材を構成する。）、
２３…プッシャー（押圧部材を構成する。）、
３３ａ…係合突部、３３ｂ…係合突部、４０ａ…当接面、４０ｂ…当接面、
４４…圧縮コイルバネ（付勢手段を構成する。又、プッシャー２３とともに復元手段を構
成する。）、
５２…カム面としての係合凹部、５３…斜状の面、５４…斜状の面、
６２…被支持部としての係合部、６３…被挟着部としての隔壁、
６７…刃体としての剃刀刃、７１…当接面、７２…当接面。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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